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9月の人口動態
男 8.18 5 
女 8.783
計 16. 9日B
世帯数 4.1 0 2 

(末日現在)
死亡 11
離婚 4 

第 93号

出生 24
婚姻 6 

九
月
定
議
会
一

議
案
十
一

件

を

可

決

ら

ま

一
二
百
四
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
を
長
浜
農

業
協
同
組
合
に
無
償
で
貸
与
す
令
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

V
教
育
委
員
選
任
町
教
杏
委
員
会

委
員
、
大
田
亀
三
郎
氏
と
、
駄
目
出

猪
氏
は
、
去
る
九
月
三
十
日
在
期
が

満
了
し
ま
し
た
が
、
町
長
の
、
汁
任
推

せ
ん
を
議
会
が
同
意
し
ま
し
乞
で
、

再
び
、
大
田
亀
三
郎
氏
と
、
拡
出
山
山
畑

氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

V

町
教
育
委
員
会
委
員
の
裁
と
、

費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

委
員
長
は
年
額
五
万
円
、
歪
は
年

額
三
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

道
路
が
、
当
町
に
と
っ
て
重
要
な
か
と

い
う
こ
と
が
い
い
え
る
。

去
十
に
し
て
、
関
係
者
の
多
大
の
ど
理

解
と
、
ご
協
力
で
、
昭
和
三
十
九
年
度

に
、
用
地
を
買
収
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
昭
和
四
十
五
年
度
ま
で
に
完
成
の

見
込
み
だ
。

と
t
A

で
問
題
に
な
る
の
は
、
用
地
買

収
で
る
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

町
全
体
で
協
力
体
制
を
と
っ
て
ゆ
き
た

、ν
つ
ぎ
、
海
岸
線
道
路
整
備
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
伊
一
塚
市
、
双
海
町
そ
し

て
、
長
浜
町
の
、
一
二
市
町
で
、
再
編
成

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

長
浜
町
、
双
海
町
そ
れ
に
伊
予
市
に

と
っ
て
は
、
大
事
業
と
い
え
る
。
そ
こ

で
、
当
町
に
あ
っ
て
は
、
十
一
月
上
旬

に
地
区
民
大
会
を
開
き
、
県
か
ら
、
土

木
部
長
、
道
路
課
長
、
県
議
、
そ
れ
に

国
会
議
員
も
出
席
願
い
、
お
た
が
い
の

熱
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
、
関
係
当
局
に

強
く
訴
え
た
い
。

よ
ろ
こ
ば
れ
た
上
水
道

上
水
道
は
、
こ
と
し
の
夏
の
、
渇
水

期
に
間
に
合
っ
て
、
町
民
か
ら
大
変
よ

る
こ
ば
れ
た
。登
録
の
申
し
出
で

も

l) 

てコ
補

充

選

拳

人

昭
和
十
二
年

旨

あはて
予る、大い当盟問τ
讃。動 j州る町 fきで1
線 目夜、のに陪ギ号
が と長問おは京
新も浜い喬f， (j.J 
た い線道て田J "'ー
に えは路、服 f寸

長し た現発完道の 発つ なかれと道在さ近、 る、のーだ存fr
浜てこ.，零度全路変と展い昔いなにと路にれ々内 室当間呑 22 
、もの 伊?な網化こしたは。く対にをおるの山 要町題問 君昔
、こ 現ピとのにろたと、 て抗よ完いと内を なにで題 .~ 

割に占 吾?品禁守房長左京 E占25T通宝宅 ぎzt2

公
共
撞
設

公
共
物
設
冒
究
明
に

し
ま
し
ょ
う

十
二
月
末
日
ま
で
に
、
白
滝
側
の
配
ま
た
、
一
部
分
に
は
、
特
別
寄
付
と

管
を
終
え
て
、
来
年
の
一
月
か
ら
三
月
し
て
、
一
流
メ
ー
カ
ー
が
、
是
非
と
も

に
か
け
て
、
新
規
申
し
込
み
の
配
管
を
舞
台
装
置
な
ど
に
対
す
る
費
用
を
寄
付

終
え
、
二
一
月
末
日
に
は
、
こ
の
上
水
道
さ
き
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
も
で
て
い

工

事

を

全

部

完

成

し

た

い

。

る

の

で

、

た

だ

い

ま

、

助

役

が

、

と

り

更

に

内

容

を

充

実

ま

と

め

て

い

る

。

体
育
舘
は
、
工
期
が
十
一
月
末
日
と
せ
っ
か
く
、
立
派
に
で
き
あ
が
る
体

な
っ
て
い
る
が
、
予
定
通
り
完
成
の
見
育
舘
で
あ
る
の
で
、
完
全
な
も
の
に
し

込
み
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
町
民
の
文
化
の
段
合
一
一
と
し

て
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
備
口
町
を
充
実

し
て
ゆ
き
た
い
の
で
、
先
般
、
特
別
委

員
会
に
は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
町
外

へ
で
て
お
ら
れ
て
、
成
功
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
万
々
を
中
心
と
し
て
、
若
干
の

寄
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
ぎ
ま
っ
た

の
で
、
現
在
、
と
り
す
す
め
て
い
る
。

で

き

ま

す
名

簿
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補
充
選
挙
人
名
簿
に
、
登
録
さ
れ
る
資

格
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
し
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①
満
二
十
才
に
達
し
た
方
。
①

公
職
選
挙
法
第
二
百
五
十
二
条
に
該
当

す
る
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権
停
止
の
事

由
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方
J

③

新

し
く
、
他
の
市
町
村
か
ら
、
長
浜
町
へ

住
所
を
移
し
た
方
ο

(

転
入
者
は
、
一
二

ヶ
月
以
上
た
っ
て
後
行
な
わ
れ
る
選
挙

に
使
用
す
る
名
簿
に
限
ら
れ
ま
す
。
)

手
続
き
は
、
本
人
が
、
印
鑑
な
持
参

し
て
役
場
の
受
付
け
、
ま
た
は
各
連
絡

所
の
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ござ、いましたフありがと

自ヲ

大和第二小中学校
用

寄 物件 l
l洋傘100本

25，000円也

1山葵オルガジ並椅子

自付者 i

宮上稔

全
国
大
会
に
出
場
す
る

て
お
き
た
い
。

つ
タ
来
一
年
は
、
合
併
十
周
年
記
念
に

あ
た
る
の
で
、
内
容
充
実
が
、
合
併
の

記
念
事
業
と
し
て
有
意
義
な
も
の
と
考

え
る
。ま
た
、
町
内
の
方
か
ら
、
寄
付
金
を

集
め
て
体
育
舘
を
建
て
よ
う
と
は
思
わ

亡
、
。

手
ん
、

νし
か
し
、
立
派
な
体
育
舘
が
で
き
た

の
で
、
青
年
団
、
婦
人
会
、
区
長
会
、

あ
る
い
は
、
一
般
の
方
々
も
、
い
す
の

一
つ
で
も
、
お
た
が
い
が
、
持
ち
寄
っ

て
、
充
実
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
、
盛

り
上
が
る
お
気
持
ち
は
、
よ
ろ
こ
ん
司

ち
ょ
う
だ
い
し
て
、
名
実
と
も
に
、
町

民
み
ん
な
の
恰
設
と
し
て
、
完
成
し
た

、ν

豊茂

大
字
白
滝
の
森
川
純
行
さ
ん
と
、
大

字
下
須
戒
の
藤
岡
進
さ
ん
の
ふ
た
り

は
、
十
一
月
十
七
日
か
ら
四
日
間
、
東

京
の
国
立
競
技
場
で
開
か
れ
る
、
第
十

三
回
全
国
青
年
大
会
に
、
白
木
代
表
選
手

一翼
M
V
鞠
で

建E

麗
E争

をり

し

i中浦保育所

警島小中学校備品
購入費

ストーブ 2基 l大和第二小中学校
24.000円ililp':i.'_A 

赤穂

i中浦保育所
父母の会

i ゲ 2.8 

三扇風機 11 ， 000円
グ 7.21I (三菱扇風機30mホ

ームブアジ2H)

ー金10万円也

r、

森

川

さ

ん

と

藤

岡

さ

ん

国つ

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

ζ

の
大
会
は
、
健
康
で
、
文
化
的
な

生
活
を
樹
立
し
、
生
産
に
励
み
、
新
し

い
日
本
を
建
設
す
る
た
め
に
閃
か
れ
る

も
の
で
す
が
、
森
川
純
行
さ
ん
は
、
陸

上
競
技
の
一
万
メ
ー
ト
ル
(
タ
イ
ム
一
ニ

十
五
分
ご
十
二
秒
八
H
県
大
会
記
録
)

ま
た
、
藤
岡
進
さ
ん
は
、
走
り
幅

と
び
(
六
メ
ー
ト
ル
日
県
大
会
記
録
)

の
県
代
表
選
手
で
す
。

今
、
ふ
た
り
は
、
ト
レ

1
ニ
ジ
グ
に

励
ん
で
い
ま
す
が
、
大
会
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
D

こ
の
ふ
た
り
に
、
絶
大
な
声
援
を
送

り
ま
し
ょ
う
。
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火
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が
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多

い

タ

パ

コ
の
火

十
一
月
ご
ろ
か
ら
、
火
気
を
多
〈
使

用
す
る
季
節
と
な
り
ま
す
の
で
、
火
災

が
非
常
に
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
気
象
条
件
も
惑
い
の
で
、
大

火
に
な
り
や
す
い
季
節
で
す
3

こ
と
し
も
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

十
二
月
二
日
ま
で
全
国
的
に
秋
の
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

と
の
運
動
は
、
恐
し
い
火
災
を
予
防

す
る
た
め
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
向
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V
納
税
者
の
声
を
聞
く

十
一
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
、
全
国

で
、
い
っ
せ
い
に
「
納
税
者
の
芦
を
関

i一両手脳内声き聞く自由
IIt子18̂" 11丹10gまZ

マ
秋
の
防
犯
運
動
に
協
力
を

秋
祭
り
や
、
観
光

V
1
ズ
ジ
を
ひ
か

え
て
、
警
察
で
は
、
今
月
い
っ
ぱ
い
を

「
秋
の
防
犯
逮
動
強
調
月
間
」
と
ー
定
一
め

防
犯
活
動
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

重
点
目
標
と
し
て

①
小
暴
力
と
迷
惑
行
為
の
追
放
。

⑦
自
転
車
を
中
心
と
し
た
盗
難
防
止

①
少
年
非
行
の
追
放
。
な
ど
を
か
L

げ
、
農
繁
期
や
、
秋
祭
り
に
は
、
「
あ

き
巣
ね
ら
い
」
を
は
じ
め
、
盗
難
が
ぐ

っ
と
ふ
え
る
た
め
、
①
る
す
悉
を
必

ず
置
く
。
①
か
ぎ
か
け
運
動
の
励
行

③
未
登
録
自
転
車
の
一
掃
、
な
ど
を

中
心
と
し
て
、
み
な
さ
ん
に
、
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

す
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き

こ
と
し
の
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き

は
、
例
年
よ
り
若
干
早
め
ら
、
れ
て
、
十

一
月
十
二
日
か
ら
、
全
国
い
っ
せ
い
に

売
り
出
さ
れ
ま
す
。

す
香
典
返
し
を
寄
附

町
長
は
、
先
般
な
く
な
ら
れ
た
、
祖

父
、
重
利
氏
の
香
典
返
し
の
か
わ
り
に

五
万
円
を
、
「
長
浜
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
費
に
充
当
し
て
ほ
し
い
c

」

と
町
社
会
福
祉
協
議
会
(
会
長
は
、
新

山
月
津
氏
)
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

マ
学
級
国
が
で
き
ま
し
た

喜
多
灘
小
学
校
で
は
、
夏
休
み
中
に

校
門
を
入
っ
た
、
す
ぐ
右
手
に
「
学
級

園
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
は
、
校
舎
の
裏
山
の
中
に

あ
っ
て
、
不
便
な
上
に
、
せ
ま
く
、
さ

ら
に
、
赤
土
の
た
め
、
学
級
閣
と
し
て

は
、
あ
ま
り
役
立
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た。
今
目
新
し
く
で
き
た
学
級
園
は
、
五

年
生
と
六
年
生
、
さ
ら
に
先
生
が
、
や

け
つ
く
よ
う
な
炎
天
下
で
、
汗
だ
く
の

奉
仕
で
で
き
あ
が
っ
た
、
も
の
で
す
。

こ
の
学
故
国
は
、
一
年
生
か
ら
、
四

年
生
ま
で
の
学
級
園
で
す
が
、
四
季
を

通
じ
で
、
美
し
い
草
花
が
、
グ
ラ

γ
ド

の
片
す
み
で
、
子
供
た
ち
の
元
気
に
遊

ぶ
姿
を
見
つ
め
る
日
も
間
近
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

す
母
校
の
児
童
に
読
ま
せ
て

く
だ
さ
い

中
野
松
夫
氏
(
喜
多
灘
校
出
身
で
、
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現
在
、
東
京
で
、
金
属
会
社
取
締
役
社

長
)
は
、
「
母
校
の
児
童
に
読
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
」
と
、
『
少
年
少
女
よ
み

う
り
新
聞
』
お
よ
び
、
『
写
真
ニ
ュ
ー

ス
』
を
八
月
一
日
か
ら
一
年
間
寄
贈
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
野
松
夫
氏
は
、
大
字
国
町
田
の
生
れ

で
、
大
正
十
五
年
四
凡
一
日
、
喜
多
溌

尋
常
高
等
小
学
校
黒
田
分
校
に
入
学
四

年
生
か
ら
は
、
長
浜
校
へ
通
学
さ
れ
ま

し
た
。中
野
松
夫
氏
は
、
母
校
が
忘
れ
が
た
竺

く
、
郷
土
の
児
童
の
た
め
に
と
、
今
回

寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

喜
多
滋
小
学
校
で
は
、
こ
の
こ
と
を

児
童
に
伝
え
、
「
少
年
少
女
よ
み
う
り

新
聞
」
お
よ
び
、
「
写
真
ニ
ュ
ー
ス
」

を
、
大
い
に
役
立
た
せ
た
い
と
念
じ
て

い
ま
す
。
(
宣
言
す
務
小
学
校
々
報
第

山
口
す
か
ら
)

秋
深
く
克
ゆ
る
垣
間
似
や

え

び

か

ず

ら

曳

月

十
一
月
七
日
は
立
冬
で
す
。
色
々
と

仕
事
に
追
い
ま
‘
わ
さ
れ
て
い
る
う
ち
【

す
ぐ
十
二
日
川
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
ま
し
に
寒
く
な
り
ま
す
か
ら
、
か

ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
つ
け
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v
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寒
さ
に
向
っ
て
、
と
く
に
主
婦
を

な
や
ま
す
の
は
手
の
荒
れ
。
冬
だ
か
ら

し
ょ
う
が
な
い
と
あ
き
ら
め
が
ち
で
す

が
、
い
ま
か
ら
用
心
す
れ
ば
か
な
り
ふ

せ
げ
る
も
の
で
す
。

洗
濯
や
炊
事
の
あ
と
は
、
必
ず
水
分

を
ふ
き
と
っ
て
、
ワ
セ
リ
γ
か
、
ハ
ジ

ド
ク
リ
ー
ム
を
ぬ
り
ま
し
ょ
う
。

つ草
C

に
大
切
な
こ
と
は
、
手
を
い
つ

も
清
潔
に
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
よ
ど
-

れ
を
皮
蔚
に
し
み
こ
ま
せ
て
お
〈
こ
と

そ
こ
か
ら
、
ヒ
ピ
割
れ
に
な
り
が
ち
で

す。
〈

V

木
の
葉
が
色
づ
い
て
く
る
と
、
酒

の
味
は
格
段
と
う
ま
く
な
っ
て
く
る
も

の
で
す
。
つ
い
飲
み
過
ぎ
る
と
、
酔
っ
払
い
運

転
な
ど
、
一
事
故
を
お
こ
す
原
因
と
も
な

り
ま
す
。

事
故
を
お
こ
し
て
か
ら
で
は
、
と
り

か
え
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

事
故
O
を
祈
る
子
が
あ
り

妻
が
あ
る
。
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